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＜ニュースの内容＞ 

◼ 保育所等利用児童数は 1万 3,000人減少～保育所等関連状況取り

まとめ（令和５年４月１日）公表～（こども家庭庁） 

◼ 第 18回「保育スーパーバイザー」養成研修会を開催しました 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

◼ 保育所等利用児童数は 1 万 3,000 人減少～保育所等
関連状況取りまとめ（令和５年４月１日）公表～（こ

ども家庭庁） 

こども家庭庁は、令和 5 年 4 月 1 日時点での保育所・認定こども園等の定員や待機児童

の状況をとりまとめ、9月 1日に公表しました。 

本取りまとめは、全国の保育所等の状況を把握することを目的に毎年実施されているもの

で、平成 27年度の調査からは保育所に加え、幼保連携型認定こども園等の特定教育・保育

施設と特定地域型福祉事業（小規模保育事業等）※を含めて集計されています。 ※うち、2

号・3号認定 

取りまとめによると、保育所等利用定員は令和 4 年比で 7,000 人増加して 305 万人とな

る一方、保育所等を利用する児童の数は 272 万人で昨年に比べて 1 万 3,000 人の減少とな

っています。また、待機児童数も 2,680 人と昨年に比べて 264 人減少し、待機児童のいる

市区町村は、令和 4年から 21減少して 231市区町村となっています。 
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こうした状況のもと、令和 5 年 4 月の定員の充足率（全国）は 89.1％であり、令和 4 年

4月から 0.6ポイント減少しています。また、都道府県別にみると、山梨県 77.7％（令和 4

年 4月比 0.8ポイント減少）、長野県 76.5％（同 1.2％減少）において充足率が 70％台とな

っているほか、47都道府県中 42都道府県において定員充足率が減少しています。 

 

保育所等関連状況取りまとめの詳細は下記ホームページをご確認ください。 

■こども家庭庁ホームページ > 政策 > 保育 > 保育所等関連状況取りまとめ及び「新子育て安心プラン」集

計結果 > 保育所等関連状況取りまとめ（令和 5年 4月 1日）及び「新子育て安心プラン」集計結果を公表 

https://www.cfa.go.jp/policies/hoiku/torimatome/r5/ 

https://www.cfa.go.jp/policies/hoiku/torimatome/r5/
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◼ 第 18回「保育スーパーバイザー」養成研修会を開催
しました 

全国保育士会では、主任保育士・主幹保育教諭特別講座修了生等を対象としたリカレント

研修として、「保育スーパーバイザー」養成研修会を実施しています。 

保育を取り巻く環境が大きく変化するなか、主任保育士・主幹保育教諭等のリーダー的職

員には、職員一人ひとりが、組織の一員として業務を着実に遂行しながら、専門職としても

成長していくための支援をするとともに、やりがいと誇りを持って働き続けられる職場環境

づくりを行うことが求められています。 

本研修会は、そうした役割を担う「保育スーパーバイザー」を養成し、組織および保育の

質の向上に寄与することを目的に開催しており、今年度は 44名の参加がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1日目は、こども家庭庁成育局の鎭目健太専門官より「こども家庭庁における保育行政の

動向と課題」、村松幹子会長から「専門職組織として全国保育士会が描く展望と主任保育士・

主幹保育教諭等への期待」についての説明があり、「講義と演習Ⅰ」では、「保育所・認定こ

ども園等における人材育成と主任保育士・主幹保育教諭の役割～実習生・保育者が育つ園を

目指して～」について、東京家政大学教授の小櫃智子氏にご講義いただきました。 

とくに、昨今の実習生や新人保育者の特性について、また、実習指導の重要性について 

基調報告 村松会長 講義と演習Ⅰ 小櫃氏 

1日目グループワークの様子 2日目講義の様子 
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考えるワークを通して、新たな時代を生きる若者の価値観について理解を深め、円滑でより

効果的な実習指導のあり方や人材育成におけるリーダーの役割について考えました。グルー

プワークでは、「職員の人材育成の取り組みに向けて」をテーマに、自園で実施している良

い取り組みやチャレンジしたいことを付箋紙に書き出し、他グループと共有を行いました。 

2日目の「講義と演習Ⅱ」では、金沢星稜大学教授の開仁志氏に「地域を基盤とした包括

的な支援体制への対応について」というテーマでご講義いただきました。 

地域を基盤とした包括的支援の体制整備に至るまでの国の動き（地域における保育所・保

育士等の在り方に関する検討会での検討等）や、改正児童福祉法における地域の社会資源と

しての保育所・認定こども園のあり方などについて学びました。 

グループワークでは、主任保育士・主幹保育教諭等に求められることについて全国各地の

取り組みの共有、自園の歴史の振り返り、また、今後どのような保育所等になっていきたい

か、今後主任保育士・主幹保育教諭としてどのようなことに取り組みたいかなどについて考

えました。 

参加者からは、「他施設の先生とお話して多くの視点と刺激をもらった」「園に帰って職員

にすぐ伝えたくなるような内容だった」「自園が何をすべきなのか考える機会になった」な

どの感想が寄せられました。 

 


